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背景：労働生産性とプレゼンティーズム
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プレゼンティーズムによる損失は欠勤よりも大きく、
健康経営の重要課題である

プレゼンティーズムの定義：健康問題を抱え
たまま就労し、生産性が低下している状態

健康関連コストの6割以上がプレゼンティー
ズムによる損失（Nagata et al.,2018）

日本における健康経営の推進に伴う注目の高
まり

（Nagata et al.,2018）

図 1人当たり年間コスト（USD）および総費用に占める割合



背景：先行研究
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先行研究 本研究



目的

労働者における各体力要素とプレゼンティーズムとの

関連を包括的に検討する
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？



方法：対象者とプレゼンティーズム評価

対象者

• 所属：株式会社ウェル・アイが開

催する健康測定会に参加した事業

所の従業員

• 人数：17名

• 実施時期：2026年３月

• 平均年齢：41.6歳

• 横断研究
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プレゼンティーズム評価

WHO-HPQによる評価構造

全体的プレゼンティーズム：
自身の仕事遂行能力の自己評価

相対的プレゼンティーズム：
他者と比較した遂行能力の自己評価



方法：プレゼンティーズム評価
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方法：体力測定項目と統計解析
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統計解析：Spearmanの順位相関係数、Mann-WhitneyのＵ検定（中央値による2群比較、効果量の算出

研究倫理：東海大学「人を対象とする研究」倫理審査委員会の承認済み（承認番号：25097）



結果：対象者の特徴と体力測定値
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mean±SD min - max

年齢 歳 41.6±9.0 30 - 57

身長 cm 166.2±9.0 155 - 183

絶対的プレゼンティーズム 点 54.1±17.0 10 - 80

相対的プレゼンティーズム 点 55.0±12.3 30 - 80

立ち上がりテスト 点 4.8±2.0 1 - 8

2ステップテスト cm 262.5±29.6 214 - 308

座位ステッピングテスト cm 38.3±5.8 30 - 50

ファンクショナルリーチ cm 39.2±4.6 27 - 44

閉眼片足立ち 秒 37.3±32.2 4.8 - 120

長座体前屈 cm 40.7±9.9 19 - 57



結果：絶対的プレゼンティーズムと体力測定項目

9

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

0 2 4 6 8 10

絶
対
的
プ
レ
ゼ
ン
テ
ィ
ー
ズ
ム

立ち上がりテスト

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

25 35 45 55

絶
対
的
プ
レ
ゼ
ン
テ
ィ
ー
ズ
ム

座位ステッピングテスト

ρ=0.548，p=0.023

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

200 220 240 260 280 300 320

絶
対
的
プ
レ
ゼ
ン
テ
ィ
ー
ズ
ム

2ステップテスト

ρ=0.596，p=0.012
ρ=0.419，p=0.094

（cm）

（回）（点）



結果：相対的プレゼンティーズムと体力測定項目
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体力水準の違いによる絶対的プレゼンティーズムの比較
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各体力測定項目を中央値で高体力群・低体力群に分類し、Mann-WhitneyのU検定を用いて群間比較を実施



体力水準の違いによる相対的プレゼンティーズムの比較
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各体力測定項目を中央値で高体力群・低体力群に分類し、Mann-WhitneyのU検定を用いて群間比較を実施



考察：下肢筋力・敏捷性と労働の関係
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高い体力

絶対的プレゼンティーズム

立ち上がりテスト、座位ステッピ
ングテストと有意な正の相関あり

相対的プレゼンティーズム

立ち上がりテスト
と有意な正の相関あり



考察：身体機能の性質によるパフォーマンスへの影響の違い
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考察：健康経営への実践的応報
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本研究の限界と今後の展望
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結論
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下肢筋力や敏捷性の維持・向上は、
労働生産性の維持・改善に寄与する可能性が示唆された

結論：下肢筋力、敏捷性、バランス能力とプレゼンティーズムに有意な関連あり
意義：体力という客観的指標に基づく、新たな評価・介入支店の提示
展望：対象者の拡大、縦断的研究、および運動介入研究による更なる検証

本研究は、令和７年度健康・体力づくり事業財団の助成金を受けて実施しています。
研究実施にあたりご尽力いただいた、株式会社ウェルアイの皆様に厚く御礼申し上げます。

ご清聴ありがとうございました
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